
、

新国立隈氏設計に

評
価
の
差

二
O
二
O
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

「
顔」
と
な
る
新
国
立
競
技
場
の
計
画
案
が
二
十
二

日
、
決
ま
っ
た。
旧
計
画
は
工
費
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

迷
走。
仕
切
り
直
し
と
な
っ
た
新
計
画
の
選
考
で
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
J
S
C

）
の
幹
部

は
記
者
会
見
で
透
明
性
を
強
調
し
た

。

し
か
し
、
審

査
委
員
は
採
点
の
決
め
手
と
な
っ
た
工
期
の
評
価
に

つ
い
て
、
あ
い
ま
い
な
説
明
を
繰
り
返
し
た

。

（O
面
参
照
）

「
前
回
の
反
省
を
踏まえ
、

一
り
組
ん
で
き
た
」。
J
S
C

の

今
回
は
出
せ
る
情
報
は
積
極
的一
池田
貴
城
理
事
は
、
こ
の
日
東

に
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
取
二
京
都
内
で
開
い
た
記
者
会
見
で

調~

""" 

質
問
相
次
ぐ

選
定
の
透
明
性
を
強
調
し
た
。

そ
の
直
後
、
会
見
に
同
席
し

た
村
上
周
三
委
員
長
は
、
審
査

内
容
に
関
す
る
質
問
に「
詳細

は
今
回
、
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い

と
申
し
合
わ
せ
て
い
る
」
と
発

言
。

審
査
委
員
会
とJ
S
C

の

チ
グ
ハ
グ
ぶ
り
が
目
立
っ
た
。

二
案
に
対
す
る
項
目
ご
と
の

七
人
の
審
査
委
員
の総
点
数
は

公
表
さ
れ
た
が
、審
査
委
員
ご

と
の
点
数
は
非公
表。
両
案
の

完
成
時
期
は
同
じ
二O

一九
年

1者 Z天
記者会見する （右から） 建築家の隈研吾氏、杉谷文彦梓設
計社長、山内隆司大成建設会長＝22日午後、 東京都港区で

隈氏環境に「負ける建築」志向

十
一
月
な
の
に
、
な
ぜ
両
案
の

採
点
に
大
きな
開
き
が
生
じ
た

の
か。
こ
の
点
に
報
道
陣
の
質

問
が
集
中し
た
。

村
上
委
員
長

は
「
約
束
が
守
れ
る
の
か、
実

現
可
能
性
の
評
価
で
差
が
つ
い

た
」
と
の
説
明
を
繰
り
返
し
た

が
、
記
者
か
ら
は
「
そ
の
理
由

は
？
」
「
説
明
が
分
かり
に
く

い
」
と
の
声
が
相次
い
だ
。

同
席
し
た
別の
審
査委
員
か

ら
は
「
数
字
が
分
か
り
に
く
い

と
言
わ
れ
る
と
確
か
に
そ
う
」

と
認
め
る
発
言
も〈
ホ
上
委
員

←

長
は
「
細
か
い
ゆ
と
り
を
し一

て
い
る
の
で
細
音
ま
で
分
か
ら

－

な
い
」
な
ど
ど
明
言
を
避け
た

ま
ま
、
一
時
間
超
に及
ぷ
会
見

は
終
わ
っ
た
。

会
見
後
、
報
道
陣に
固
ま
れ

た
村
上
委
員
長
は「
例
え
ば
準

備
工
事
や
提
案
さ
れた
新
技
術

に
不
安
要
素
が
あり、
B
案
は

工
期
が
遅れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
判
断
し
た
」
と
、説
明
を
少

し
だ
け
補
足。
審
査
内
容
の
公

表
に
つ
い
て
も
一
転、
「
検
討

し
た
い
」
と
述べ
た。
池
田
理

事
も
「
今
後
、
審
査内
容
は
公

表
し
た
い
」
と
語り
、
会
見
場

を
後
に
し
た。

「
建物
の
形
で
は
な
く
、
外
苑
のl
」
（東
京
都
台
東
区）
は
、
ガ
ラ

森
と
融
合
し
た
建
築
で
あ
る
こ
と
。

ス
の
壁
面
に
棒
状
の
木
材
を
並
ぺ
た

そ
れ
が
、
日
本
ら
し
さ
で
あ
り
、
レ
日
本
家
屋
の「
選
手
怒
」
を
思
わ
せ

ガ
シ
ー
に
な
る
」
る
、
柔
ら
か

い
表
情
が
印
象
的
だ
。

新
計
画
決
定
を受
け
、
建
築
家の
一
九
五
四
年
、

横
浜
市
に
生
ま
れ

隈
研
吾
さ
ん
は
二十
二
日
の
記者
会
た

。

六
四
年
東
京
五輪
当
時
は
小
学

見
に
同
席
し
、競
技
場
の
高さ
を
抑
四
年
生
で
、
丹
下
健
三
さ
ん
設
計の

え
木
材
を
活
用
す
る
な
ど
、
明
治
神
代
々
木
体
育
館
に
感
動
し
て
建
築
家

宮
外
苑
地
区
の
景
観
と
の
調和
に
最
を
志
し
た。
東
京
大
大
学
院
修
了

も
配
慮
した
こ
と
を
強
調
し
た。
ひ
後

、

大
手
設
計
会
社
な
ど
を
経
て
独

さ
し
部
分
の
裏側
は
木
材
を格
子
状

．

立
し
た
が、
バ
ブ
ル
崩
壊
で
都心
で

に
並
べ
、
法
隆
寺
の
五
重
の
塔
を
思
の
建
設
工
事
は
激
減

。

九
0
年
代
後

わ
せ
る
工
夫
を
施
し
た。

半
は
地
方
で
仕
事
を
し
、
地
域
の
風

隈
さ
ん
は
木
や
竹
、
石
な
ど
の
白
土
と
向
き
合
う
重
要
性
を
知
っ
た
と

然
素
材
を
生
か
し
た
日
本
的
な
表
現
い
う
。

が
高
い
評
価を
受
け
て
き
た。
建
築
中
国
の
万
里
の
長
城
近
く
で
手
掛

思
想
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
コ
ン
ク
け
た
「
竹
の
家

一
は
北
京
五
輪
のP

リ
l

ト
で
周
辺
環
境
を
圧
す
る
よ
うR
映
像
に
使
われ
、
言
外
での
知
名

な
二
十
世
紀
型
建
築へ
の
反
動
だε

度
を
高
め
た。
ほ
か
に
一
担
津
美術

対
極
と
し
て
、
周
辺
環
境
との
調
和
館
」
（
東
京
都
港
区
）
、
一
プ
ザ
ン

を
試
み
る
「
負
け
る
建築
」
を
志
向

ソ
ン
芸
術
文
化
セ
ン
ター

一
（
フ
ラ

し
て
き
た。

ン
ス
）
、
五
代
田
の

一歌
舞
伎
座
－

近
作
の
「
浅
草
文
化
観
光
セ
ン
タ
（
東
京
都
中
央
区
）
な
ど。


